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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　彗星は氷と塵からなる太陽系内小天体であり、その起源は、太陽系形成初期にまでさかのぼる。約４６億年前に、太陽系はガスと固体微粒子（氷＋塵）からなる低温・低密度のガス雲から形成された。その際に、惑星を形成するビルディング・ブロックとなったのが、数キロメートル・サイズの微惑星である。現在、我々が観測する彗星は、この微惑星の残存物であり、４６億年前の太陽系形成環境を探る手がかりとなる。彗星に含まれる氷の主成分はＨ２Ｏであるが、それ以外にもさまざまな有機物が含まれており、地球生命の起源物質としても注目されている。
　彗星コマ（昇華したガスが作る薄い大気）に含まれるＨ２Ｏの量を見積もるには、コマ中のガスの発光を観測する必要がある。しかし、地球大気中にも多量のＨ２Ｏが存在するため、彗星から放出されたＨ２Ｏガスの発光を、地上から観測することは困難である。しかし、私たちの研究グループが観測した複数の彗星において、近赤外波長域（波長２．９ミクロン付近）に、Ｈ２Ｏを起源と考えられる輝線を検出している。こうした輝線のほとんどは、ホットバンドと呼ばれる、振動励起状態間での遷移であり、その遷移確率などについては計算にたよるしかない状況であった。一方、彗星が地球大気に対して十分な相対速度を持つ場合には、基本振動遷移による輝線が観測されると期待できる。基本振動遷移については実験室で精密に遷移確率を測定することが可能であり、彗星コマのＨ２Ｏ量を精密に推定するためには欠かせない。ただし、そうした輝線は高い回転振動状態に励起されている必要があると考えられた（低い励起状態からの輝線は地球大気中の強い吸収によって阻害されてしまうため）。私たちの研究グループでは、シュバスマン・バハマン第三彗星、タットル彗星、マックホルツ彗星などを世界でもトップクラスの大望遠鏡を用いて観測し、基本振動遷移に起因する輝線の検出に成功した。これらは、太陽輻射場によって励起されていると考えられる。
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	欧文概要　ＥＺ

　Comets are considered as remnants of planetesimals formed in the early Solar Sysmte. They have the information about physical conditions (temperatures, gas densities, chemical composition, and so on.) in the solar nebula from which our Solar System formed. Comets consist of ices and dust grains. Especially, cometary ices contain water, and various kinds of organic molecules that might be origin of life on the Earth. Therefore, chemical composition of cometary ices is interesting for many researchers. 
 In order to estimate abundance of water in cometary coma (gaseous expanding atmosphere of comet), emission lines from water molecules has been used. However, it is difficult to detect water emission lines caused by the fundamental vibrational transitions in infrared since telluric water vapor absorbed cometary emissions. Therefore, water hot-band emissions have been used to infer water abundances in comets. Unfortunately, transition probabilities for the hot-band emissions are not well known in laboratory. Thus, we searched fundamental transitions in cometary spectra in infrared (~2.9 microns) that should be found if a comet has moderate relative velocities with respect to the Earth. We observed comets Schwassmann-Wachmann 3, Tuttle, Machholz by using large telescope (8 to 10 m diameters) and found candidates in their spectra. These emission lines originated from the pumping from ground state to the vibrational excited states by the Solar radiation field.
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